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青 野 修 (東大理)
プラズマでの輸送現象の統一理論
プラズマを構成 している荷電粒子問の相互作用は､プラズマ誘電体とみな し
その中での 2体衝突を考えることに よって､取扱 うことがで き･る ｡ この取扱い
に_よって ､ 輸送係数に現われ るク- ロン対数が正確に求められる.1)
2体衝突は次の ように して解･く:
inpactparameterb が､近Iv'衝突の半径aよbも充分大 きい ときには
軌道の曲が 加は小さいか ら､ impulseaiJLnPrOXimaもionで扱って よい ｡_
2粒子が､遼蔵 匿韓dよb充分接近すると､ 8-1であるか ら､ftuther-
fordの散乱公式が使える｡
例によって､a≪ dであるか ら､上の2つの場合を接続することがで き, 2
体問題は解ける ｡




が得 られる｡ 左辺は軌道に沿 う飯倉 ; J句k;)dkは BalesーCu らによって求め
られた衝突項 ; A≒ _linkK(k〉; 最後の項はBoltzmanri.ej衝突項､ただ
j{･->cc
しポテンシャルはデバイ塑 e--Er/Tで置 き換え ､ A-≪a~1とするO(1)は 芯把
依存 しない｡
誘電体中の 2体薗突 と払 う考え方は､rプラズマーが時間空間的に激 しく変化す
る場合には使えなV'｡ しか し何 らかの方法で COllecもi-veinteracもion を
考慮 しK(k舵 相当するものを求めれば昌1床 はそのままめ形で成立 してしっる02)
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